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SEP船のレグ貫入による周辺地盤の影響評価に関する遠心模型実験

Centrifuge Model Test for Evaluating the Effect of Sep Leg Penetration on the 
Surrounding Ground
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要  旨
　洋上風力発電施設の施工時、SEP船は4本のレグを海底
地盤に着底させ、船体を海面上にジャッキアップする。この
時、地盤にはレグを介して接地圧が作用するため、支持力
検討が必要となる。しかし、軟弱な粘性土地盤では破壊を
伴いレグは数メートルにもおよび地中に貫入する。また、レ
グ着底位置周辺の構造物への影響も懸念される。そこで本
研究では、レグの貫入動作を模した遠心模型実験により、

地盤の変形や地中の応力状態の把握を試みた。その結果、
一般的なSEP船のレグ貫入力に対し、砂質土地盤は必要十
分な地盤反力が得られることから浅い基礎の支持力に基づ
く従来法で概ね評価できる一方、粘性土地盤ではレグ貫入
量が大きくなり従来法による評価が難しいことが分かった。
また、バックフローも生じ、レグ貫入過程に応じて地盤内応
力も上下に変化することが確認された。

図 -8　レグ引き抜き後の地表面変位

図 -1　模型地盤（縮尺 1/80）

写真 -3　レグ貫入状況

1）
2）

技術研究所  土木技術開発部
京都大学大学院  工学研究科

目
　次

ご
あ
い
さ
つ

特
　集

論
文
抄
録

論
文
実
績
一
覧

9論文抄録

No.4

図 -5　各抽出地点表層の最大・平均海流 図 -7　代表地点の各深度最大海流鉛直分布
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JCOPE2Mによる沖合施工海域の海流特性

Current Characteristics of the Offshore Construction Area by JCOPE2M
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要  旨
　浮体式洋上風力や海底資源開発など海上施工の範囲が
大水深域に展開している。設計・施工条件として波浪や風
が重要だが、大水深では作業船の施工安全性や施工海域
までの航行安全性の観点でも海流の影響も無視できない。
しかし沖合の海流観測データは少なく、検討にはJCOPE再
解析データが有効である。本稿では、JCOPE2Mを用い、今
後、沖合施工が展開される水深100m以深の大水深海域の

海 流 特 性 を 検 討した 。そ の 結 果 、日 平 均 海 流 で あ る
JCOPE2MでもJCOPE-Tとの高い相関により沖合の海流特性
を十分把握できることを確認した。最大海流は福島沖以北
太平洋側と日本海側では0.5～1.0m/s程度、福島沖以南太平
洋側では2m/s超の地点が見られた。また鉛直分布は、中下
層ではガイドライン推奨の1/7乗則では過大評価となる可
能性があることが確認された。

図 -2　抽出地点位置図および 500m 以下の水深分布
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